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1．問題設定

　本報告の 目的は，非行少年 の 家族に焦点を当

てることで ，
「近代家族」の 理念と少郷斃教育と

の 親和性を示すとともに ， 少年院出院後の 再犯

リス ク に対 して 家族たちが い かに向き合 っ て い

る の かにつ い て 明 らかにする こ とで あ る。そ の

ために本報告では ， 少年院入院経験を有する我

が子を持 つ 親 へ 行 っ たイ ン タビュ
ーデータをも

とに ， 分析・考察を行 う。

　非行少年とその 家族に関する研究は，こ れま

で多く行われ て きた 。 望月（1989）に よる整理を

踏まえる と，非行・犯罪研究における家族論で は，

「原因と更生」 とい う， ア ン ヴィヴァ レ ン トな

2 っ の 機能が注 目され て きて い る。加えて藤間

（2011）に よれば 「原 因」 と 「更生」 とい う，相

反する 2 つ の家族機能は ，家族と して の 「正 と

逸」 とい う価値判断に基づきなが ら， それぞれ

の機能が期待されて い る とい う。

　そ こ で ， 本報告で はまず少年院教育に お い て

期待されて い る家族の 機能が 「更生 の 場」 とし

て の家族で あ る こ とを明らか に し
，

「更生 の 場」

として の 家族 の あ り方が 「近代家族」 の 理念に

親和的で あるこ とにつ い て指摘する。そ の うえ

で，少年院入院経験を有する我が子を持つ 親 へ

行 っ たイ ン タ ビュ
ーデー

タをもとに ， 家族が 「更

生の 場」 として の 役割を果たそうとするとき，

い か ように して 「近代家族」 的な子育て観が維

持あるい は放棄されて い くの か とい うこ とにつ

い て明らかにする 。

2．「更生の場」 としての家族

　少年院は ， 非行少年を施設に収容 した うえ で，

心身 の健全育成を目的とした矯正教育を実施し

て い る。そ の 期間は概ね半年か ら 1 年で あ り，

少年を 「家庭や地域などの環境か ら切 り離し1
た うえで 「専門的・集中的な教育を実施する」（法

務省矯正研修所 ， 1993 ， p、34）。 したが っ て ，

少年は少年院に入院するこ とで，地 元と家族か

ら切 り離され ， 家族もまた少年 とは切 り離 され

た期間を過ごすこ ととなる。ただ し， 少年院出

院後の帰住先は実の 父母が
一
番多く，

80％近 く

を占めてい る （法務省，2011）。そ こ で ，少年院

で は出院後の 再犯 リス クを抑えるために ， 家族

をテ
ー

マ に した教育プ ロ グラム を導入して い る。

　たとえば椿（2006 ）が提案する指導方法で は，

少年院が実施する保護者会と面会を活用 して ，

実家族と少年との 関係性を再構築する こ とをね

らい としてい る。 家族は子 どもの保護責任者と

して の責任を負 っ て い るとした うえで ， 少年院

が家族に介入・調整 しなければならない とい う。

椿は ，
「家庭内不和」や 「虐待」などとい っ た 「不

適切な保護」によっ て非行が発生するため ，
「適

切な保護」 を行 っ てい けるよ う，家族に対 し直

接介入・調整 し て い くこ ともまた ， 少 年院の 1

つ の 役割だとい う。そ の ために椿は，親と子の

情緒的な結びつ きを軸に親子関係を修復させ る

とい う実践を紹介して い る。

　引用 した実践を踏まえると，少年院では 「犯

罪の原因」とな りうる家族の 機能に対 し，「更生

の 場 」 と して の それに変容 させ るた め の 取 り組

みが課題となっ て い る こ とが い えるだろ う。ま

た，そ の た めの 手段 と して 少年院教育で は とり

わけ ， 親 と子 の 清緒的な結び つ きを重視 し，積

極的に活用 して い ると捉える こ とがで きる。

3．「近代家族」の 理念と少年院教育の親和性

　とこ ろで ，社会学にお い ては 「近代家族」 と

い う家族形態が発見されて以来，ジ ェ ン ダー研

究や子育て研究にそ の 枠組み が導入 されて きた。

「近代家族」 は子 どもと家族 との 関係を捉えな

おす 1 つ の 枠組みとして 導入 されて きてお り，

例えば育児不安や虐待などとい っ た家族問題 と

関連付 けた研 究が行 われ て きて い る（内 田

2008）。

一 328 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　落合（1989）は 「近代家族」 の 特徴を理念型的

に 8 つ 見出して い る。そ の うち とりわけ子育て

観に直接的に関係する項 目と して は 「家族成員

相互 の強い 情緒的関係」や 「家族の集団性 の強

化」が 挙げられる。こ こで は 「親子 ・夫婦 の 『愛』

や 『親密さ』」（落合，1989，p．19）とい う心性が

「近代家族」 の 特徴で ある とい われ て い る、 加

えて広田（1999）は近代以降の 子育て観として ，

家族は学校教育と同型の 「教育する家族］ とな

り，子どもの教育の 最終責任者は親で あるとい

う観念が流通 して きて い る とい う。

　こ の ように して ， 近代以降の 家族の
一
形 態で

ある 「近代家族」 の 子育て観を先行研究か ら拾

い 上げて い くと，少年院教育が導入する 「ある

べ き家族」 は 「近代家族」 の 理念に依拠して い

ると捉える こ とができる。なぜ なら，少年院は

親に対 して養育の最終的な責任を求めるととも

に ， 親と子の情緒的な結び っ き とい う家族の 心

性を重視した指導方針を掲げて い るか らである。

　 したが っ て本報告で は，少年院と家族との 関

係性に着目し，分析概念として 「近代家族」 の

子育て観を導入 し， 非行少年の親へ 行 っ たイ ン

タ ビ ュ
ー

に対 する分析・考察を行 っ てい く。

4．調査の概要

　イ ン タ ビ ュ
ー調査は，2013 年 7 月 か ら 9 月

の 間に実施 し，少郷凱 院経験を有する我が子

を持 つ 母親を対象に した 。
い ずれ も1 回の イ ン

タビv で ある 。 また調査の段階で，我が子が

経済的に自立 し
， 別居 して い る親は 2 名，経済

的に自立 してお らず ， 同居 して い る親は 2名で

ある。調査 で は，我が子が少年院に入院する前

や，少郷完入院中の経験，そ して少年貌 出院以

降の 経験か ら現在に至るまでにつ い て 断片的に

聞き取 っ てい る。

5．知見

　イ ン タ ビ ュ
ーか ら得 られた知見は大きく2 つ

であっ た。

　1 つ 目の 知見 につ い て は，「近代家族」の 理念

を維持する子育て観で ある。 少年院出院後再び

地元社会で我が子を引き受けた母親たちは ， 我

が子が就職して い た として も衣・食 ・住の提供を

無償で行い ， と りわ け食事にっ い て は毎日欠か

さず手作 りした と語る。母親たちは ， そ うする

こ とで子どもとの 情緒的なつ なが りが強固に な

る と信 じ， またそ うした情緒的なつ なが りによ

っ て再犯防止 に努めたとい う。 加え て
， 母親は

非行の ない娘・息子や夫にも働きか け，少年院教

育の 働きかけ と同様に ， 愛情や親密さで もっ て

家族の集団性を強化する こ とも努めた とい う。

　母親たちは，「一般的な家族像」か ら逸脱し た

家族 として 自身の家族を意味づ けるとともに ，

そ の 「異常さ」 を正すための 参照枠として ，「近

代家族」 を参照 して い た とい える。

　2 つ 目の 知見 に つ い て は，「近代家族」 の 理 念

を放棄する子育て観である。 我が子 による再犯

や，地元 の仲間との 衛 回などとい っ た逸脱が生

じた とき，当初母親たちは我が子の 教育の 最終

責任者で あるとい う意識か ら，自らの 子育てや

家族を逸脱した もの として再定義 したとい う。

そ の 結果 ，彼女たちはますます苦 しんだとい う。

だが他方で 母親 たちは ， 我が子 の そ うした逸脱

行為は 少年院入院や逮捕とい っ た公 的機関によ

る制裁を通 して ，我が子 自身が償っ た（あるい は ，

償 うべ き）もの としてみなし，逸脱行為の最終責

任を子ども自身に帰結させ るとともに，愛清や

親密さを
一
部手放す態度も取 っ て い た。そ うす

るこ とで彼女た ちは ，
「近代家族」の 理念か らの

逃げ道を確保すると同時に，逸脱 した母親と し

て の レ ッ テル に抵抗して い た とい え る 。

　 しか しなが ら母親たちは ， 地元社会で生活す

るこ とに よ り，い や がお うにも「逸脱 した家族」

として の レ ッ テ ル を引き受けざ る をえなか っ た

とい う。 彼女たちは 「近代家族」 の 理念か ら抜

けだせず，我が子 の 再犯 リス クす べ て に責任を

負わなければならなか っ た。したが っ て大会当

日の報告で は，家族内の 子育て論の観察と記述

の みな らず ， 家族 と地元社会 との 関係性 にも触

れながら，さらなる考察を進めて い く。

※参考文献は発表当日，配布資料にて 示す。
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